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第60図　東国須恵器生産窯跡分布図

春日部市教育委員会 2005　『浜川戸遺跡１、２、３、４次調査地点』春日部市埋蔵文化財調査報告書第 14 集　p223 の図に一部加筆修正を加え作成

　大道遺跡の土師器焼成土坑出土土器の切り離し技法は糸切り無調整で再調整は１点のみである。器形

的には海道西遺跡 SK01 第 37 図１は大道第１遺跡 SK01 第 38 図 127 に近いが、SK01 は口唇部がやや外

反するのに対して大道第１遺跡は直線的である。SK01 第 37 図 11 と大道第１遺跡 SK02 第 39 図 133 も

同様であろう。黒色処理された高台付坏は、大道第１遺跡では 133 に高台を貼付けた器形だが、海道西

遺跡は SI02 第 40 図 47 に高台を貼付けた体部が直線的に広がる器形である。また、高台の形状は大道

第２遺跡に近い形状をみるが総じて短脚が多い。このような違いから大道遺跡の土師器焼成土坑出土土

器とは若干の時期差を示唆させる。ただ、大道遺跡の竪穴建物跡出土土器では底部周辺ヘラケズリや器

形的にも類似するものが出土している。今回は土師器焼成土坑出土土器との比較に留め、今後、資料の

増加と詳細な検討によるロクロ土師器の生産と広がりの解明に期待したい。

３．大林河畔砂丘の形成年代について

海道西遺跡が立地する大林河畔砂丘は市内に存在する５か所の河畔砂丘のうち、北から２か所目に

位置する。ちなみに市内の河畔砂丘を北から列記すると、袋山河畔砂丘・大林河畔砂丘・北越谷河畔砂

丘・東越谷河畔砂丘・大相模河畔砂丘となる（註８）。大林河畔砂丘は直線状で細長い１列の河畔砂丘（第

３図・第 59 図）であり、中ほどに大林寺をのせ、長さ 550 ｍ、幅 40 ｍ、低地との比高は約３ｍとなっ

ている。

今回の海道西遺跡発掘調査は大林河畔砂丘で初めての調査事例であるのみならず、市内の河畔砂丘

上の遺跡としても初めての調査事例である。今回、遺跡の内容解明を目的とすると同時に、大林河畔砂

丘の形成年代についても検討を行った。

第 61 図は第 14 図 d-d’断面を調査終了後に深掘りし、断面を追加したものである（註９）。表土下

に 18 世紀後半以降の堆積土１・２が厚さ約 25 ㎝～ 60 ㎝存在する。SD01 は 18 世紀後半の溝であり（10

ページ参照）、SK03 を切る。SK03 は９世紀後半から 10 世紀初頭の土坑である（９ページ参照）。

第 61 図６層は SD01・SK03 が掘り込まれる土層であるが、河畔砂丘砂かどうかの判断は困難であり

性格不明である。ただし、それよりも下位の層は淘汰の良さなどから河畔砂丘砂であることが確認でき

た（註９）。確実に河畔砂丘砂と言える層は厚さ約 25 ㎝を測る。河畔砂丘砂の下位は河道砂であり、河

畔砂丘砂よりも淘汰が悪く、巣穴化石が見られる。標高約 3.5 ｍまで掘り下げ、河道砂は少なくとも厚

さ約 80 ㎝存在することを確認した。

１：南比企窯跡群 ２：東金子窯跡群

３：末野窯跡群 ４：新治窯跡群

５：三和窯跡群 ：その他の須恵器生産窯跡

：海道西遺跡
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よって、SK03 は河畔砂丘砂よりも上位に堆積する６層を掘り込んでいるため、SK03 の帰属時期であ

る９世紀後半から 10 世紀初頭には河畔砂丘砂が堆積していた可能性がある。又はその可能性が高い。

なお、その可能性を補強することになる、SK03 埋土に河畔砂丘砂が含まれているかどうかについては

SK03 埋土が砂主体であることから判断できなかった。

次に河畔砂丘の終了について考えた場合、火葬土坑である SK04 が鍵になると考えられる。SK04 は横

長の焼成坑の片側に張り出し部が取り付くもので、全体でＴ字形を呈するものであり、簗瀬氏分類の

Ｂ 1 類に相当する。房総の事例を援用すると 15 世紀から 16 世紀に比定されると考えられる（註 10）。

SK04 を含む調査区断面である第 15 図 e-e’断面を見ると、残念ながら近世以降の SK02 により SK04 が

削平されている。よって、SK04 が河畔砂丘砂をどの面から掘り込んでいるかについて確認することが

できない。他の河畔砂丘上の遺跡の調査例などでは、中世に河畔砂丘の形成が終了している事例がある

ため、本遺跡において層位的な根拠は示せないが、SK04 は河畔砂丘砂を掘り込んで構築されていたと

考えたい。つまり、15 世紀から 16 世紀頃には河畔砂丘が完成していたと想定する。

以上の内容をモデル化したものが第 62 図である（註 11）。９世紀後半から 10 世紀初頭については可

能性も含めて２つの場合を提示した。どちらにせよ河畔砂丘砂の下位は河道砂であるため、河畔砂丘が

完成する前に、水害の危険のある河道際に住み着いたことになる。この点について疑問が残るが、すで

に河畔砂丘砂が堆積し始めていたのであれば、河畔砂丘が堤防の役割を果たしていた可能性がある。

　中川水系の河畔砂丘の形成年代については、それぞれの河畔砂丘により形成された時代が違うという

指摘がある上で、これまでの河畔砂丘上の発掘調査等事例から、形成の始まりについて新しい年代を示

すものは浜川戸河畔砂丘であり、これは砂丘下のシルト層から出土した遺物が９世紀後半代であること
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を根拠とする。終了を示すもので最も古い年代は同じく浜川戸河畔砂丘の鎌倉時代中ごろとされている。

　今回の調査において、大林河畔砂丘においては砂丘上でも人々の活動があったこと、河畔砂丘形成時

点でも活動が継続していたこと、少なくとも大林河畔砂丘の形成の始まりは浜川戸河畔砂丘の始まりと

ほぼ同時期であることが実証できたと言える。




